
平成２３年１０月２２日
４時現在

平成23年10月21日～22日の低気圧に伴う降雨による

中筋川ダムの効果について（速報）

低気圧は九州の西側から北東に移動し、中筋川ダム流域にも非常に強い雨を降らせ、時
間最大雨量８３mm（２１日２１時から２２時）を計測しました。

累計雨量は２１日午前３時から２２日午前２時にかけて３３８mmとなっております。
今回の洪水では磯ノ川地点（中筋川の治水基準地点）での最高水位が、計画高水位

８．３７mに迫る８．２１ｍでした。
中筋川ダムがなかった場合の磯ノ川地点の水位は９．００ｍと推定され、中筋川ダムの

洪水調節効果により７９ｃｍ水位が低下したものと推定されます。

［中筋川ダム地点］
・最大流入量‥‥‥‥‥‥‥ ２３０ ｍ3/s （２１日２３時００分）
・最大流入時放流量‥‥‥‥ ４４ ｍ3/s
・洪水調節流量‥‥‥‥‥‥ １８６ ｍ3/s

ダムに入ってきた最大流量
２３０ m3/s

ダムで止めた流量
そのときダムから出た流量 １８６ m3/s

４４ m3/s

※参考 平成２３年７月 台風６号時の降雨・ダム状況
累計雨量 ６２３mm 最大流入量 １６９ m3/s
最大時間雨量 ４５mm 最大流入時放流量 ５５ m3/s
最高水位（磯ノ川地点）７.６９m 洪水調節流量 １１４ m3/s

（注）流量・水位等の数値は速報値であるため、今後修正される可能性があります。
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記者発表資料



H2310.21～22洪水（低気圧）の中筋川ダム洪水調節効果

磯ノ川地点（14k/350付近）

実績最高水位H=8.21m

速 報 値 中筋川ダムがない場合の水位H=9.00m
中筋川ダムによる
水位低下量79cm

▽計画高水位 H=8.37ｍ

▽避難判断水位 H=7.40ｍ

▽はん濫注意水位 H=5.50ｍ

・計画高水位
　堤防の設計・整備などの基準となる水位

・避難判断水位
　市町村が避難勧告等の発令を判断する水位

・はん濫注意水位
　住民ははん濫に関する情報に注意する水位
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※10/22 2時までのデータです。

流域平均雨量

平成23年10月21～22日（低気圧）中筋川ダム諸量グラフ
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累計雨量　338mm


